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一向一揆とはそもそもどのような闘争だったのか?

戦国時代と　
一向一揆

竹間芳明＝［著］
Takema Houmin

日本史史料研究会＝［監修］
Ninonshi shiryo kenkyukai

主な論文に「白山麓国境地域の検討―越境する人々―」

（『若越郷土研究』58-1、二〇一三年）、「「誠照寺文書」

信長朱印状の考察」（『北陸史学』66、二〇一七年）、「本

願寺・加賀一揆と上杉謙信―敵対から和睦・提携への道

程―」（『戦国史研究』79、二〇二〇年）など。
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一向一揆は、戦国時代の幕開けに活躍した八代宗主蓮如の時代に始まり、戦国末期に織田信長と死

闘を繰り広げた十一代宗主顕如の時代に終結する。まさに、戦国時代と一向一揆の時代は、ほぼ重なっ

ているのだが、この間の宗主（蓮如・実如・証如・顕如）の立場や彼らを取り巻く社会情勢は大きく

変遷しており、それは一向一揆にも影響を及ぼしている。そのため、各宗主の時代に即した一向一揆

について、その特徴を提示しなければならないと考える。……「はじめに」より
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